
強度行動障害と虐待
～虐待が起こるメカニズムを考えてみる～

沖縄県社会福祉士会 山城健児



今日の目的

虐待防止研修等で法律や制度・虐待の事例や通報の仕組
み等を伝達することに多くの時間を費やしてきた。

支援スキルや知識、法律が整備され、施設従事者による
虐待件数は通報件数と共に増加し、「制度の理解が促進さ
れた」と捉えることもできる。

一方で、なぜ知識や制度が充実してもなお、虐待はなく
ならないのか。「虐待の起きるメカニズムを考える」を
テーマとし、支援者自身が自己を客観視できるよう演習を
行うことで虐待を未然に防ぐことを目的とする。





〇教育・知識・介護技術等に
関する問題

〇支援者のストレスや感情コ
ントロールの問題

〇倫理観や理念の欠如（あり
方）

〇虐待を助長する組織風土や
支援者間の関係性の悪さ
（チームワーク）

〇人員不足や人員配置の問題
及び関連する多忙さ

速やかな通報が、全ての人の被害、責任を最小限にし、虐待行為をエスカレートさせない
ための重要な行為となります

～令和６年度障害者虐待防止・権利擁護指導者養成研修資料より一部抜粋～

虐待の発生要因

リスクはゼロにはならない





強度行動障害とは

強度行動障害とは、自傷、他害、こだわり、もの壊し、睡眠の乱れ、異食、多
動など本人や周囲の人の暮らしに影響を及ぼす行動が、著しく高い頻度で起こ
るため、特別に配慮された支援が必要になっている「状態」とされています。

強度行動障害になりやすいのは、重度・最重度の知的障害があったり、自閉症
の特徴が強い、「コミュニケーションが苦手な人」です。

なぜ強度行動障害になるの？

障害特性（コミュニケーションの苦手さや感覚の過敏性など）に環境が
うまく合っていないことが、人や場に対する嫌悪感や不信感を高め、行
動障害をより強いものにしています。

～国における考え方～



コミュニケーションとは

〇人と人との間で情報や意見を伝えあう事（言葉、身振り、手振り、
表情などさまざま）
〇コミュニケーションがうまくいかないと、誤解やすれ違いが生じ
る可能性高くなる
〇相手の話に耳を傾けるだけでなく、自分も率直に意見や感情を伝
えることが重要
〇良好なコミュニケーションは人間関係だけでなく仕事や学業でも
重要です

～Type AIに聞いてみた～

AIではなく人間（ヒト）として出来ることは何か



〇氷山モデルシート
〇マズローの欲求の階層

〇脳の三層構造仮説（あくまでも仮説です）

虐待の発生要因を軽減する３つの視点

基本・倫理観（人間として社会的に守るべき規範）

（この仕事を選んだ時に一人一人が大切にしていることがあるはずです）



(環境・状況)

【課題となっている行動】

(本人の特性)

（行動変容を促す場合は標的行動を具体的に絞って行う）

氷山モデルシート

【仮説】行動の背景にある対象の本来伝えたいメッセージ

行動支援計画

氷山モデルシートは、 見
えてい る本人の行動（課
題と なってい る行動）の
背景を知る ための シート
です。 氷山とは、氷の塊
が水 面に浮か んでいて、
見えている 部分と見 えて
いない部分があり ます。 
強度行動障がいの状態 は
⽬に見 えていますが、な
ぜそ の状態に なったのか
を考えると き、見え てい
ない部分が手掛か りにな
り ます。 見えて い な い
部分（ 本 人 の特性、 環
境・状況）に注⽬す るこ
とで 本人の行動を理解し
ます

ワーク１



マズローの欲求の階層



(環境・状況)

【課題となっている行動】

(本人の特性)

（行動変容を促す場合は標的行動を具体的に絞って行う）

氷山モデルシート

【仮説】行動の背景にある対象の本来伝えたいメッセー
ジ

行動支援計画



ワーク２
自分自身、目の前の

利用者について探究して
みてください



ポール・マクリーンの脳の三層構造の仮説
は、現代の最新脳科学では厳密なモデルと
しての正確性はありませんが、脳の構造と
進化の大まかな理解や認識を得るのには便
利な仮説です。



マズローの欲求5段階

ビジネスのためのWeｂ活用術より引用



(環境・状況)
（身体状況）

【課題となっている行動】

(本人の特性)

（行動変容を促す場合は標的行動を具体的に絞って行う）（取り組みやすいところから）

氷山モデルシート

【仮説】行動の背景にある対象者の本来伝えたいであろうメッセージ

行動支援計画

行動レベル

目的意識

心拍・呼吸

仲間意識

イヌ 馬

ワニ トカゲ



生きるための
感じるための

考えるための

生きたい・関わりたい・成長したい

ビジネスのためのWeｂ活用術より引用









1)何か楽しいことをしている時に世界が幸せな場所だと思
える「リラックスした覚醒状態」
(2)直感的に脅威だと判断される要素が周りにあり、世界
は危険で怖い場所であるように思えてしまう「臨戦状
態」
(3)恐怖などに圧倒されてしまい、感覚が麻痺したように
感じることさえあり、世界が絶望的に感じられる「衰弱
状態」

あなたや⽬の前にいる利用者の状態は？

（人間の脳に関するあなたが知るべき7つの事実 GIGAZINEより引用）



〇安心安全な環境が確保されないと、生命維持反応の優先させて、反応・反射レベルの
行動に出てしまう。

〇逆に安心・安全な場にいると、大脳を働かせて、言葉や知識を用いて理性的に処理で
きる。

〇行動障害のある利用者（パニック）も虐待をしてしまう支援者（カッとなる）も、生
命維持反応が起きてしまっているのではないか。

〇支援者自身も安心安全がない環境で、いくら知識を入れても、セルフメンテナンスし
ても生命維持反応は発動してしまうのではないか。

〇虐待を防止するためには、①適切な支援の知識・②セルフメンテナンス・③安心安全

④自分を知り、相手を知る⑤かけがえのない命それを意識できるチーム環境大事

ここまでの振り返り



好き

不得意 得意

嫌い

〇視点の違うアイ
ディアを出す
〇やり方を変える
〇動きながら考える
〇個別対応

〇人前で話す

〇記録をまとめる
〇デスクワーク
〇同じを繰り返す
〇会議
〇集団対応

〇行動を分ける
〇仮説をたてる
〇聴く

ストレスレベル ストレスレベル

ストレスレベル
ストレスレベル





ワーク３

あなたがこれまで手に入れたもの、これか
ら手に入れたいものを出来るだけ多く上げ
てください。

例：車、仕事、家族、お金、役職、パートナー、信頼、



まとめ
～通報は、すべての人を救う～を実現するために

速やかな通報が、全ての人の被害、責任を最小限にし、虐待行為をエスカレートさせないための重要な行動となります

虐待を防止するために

①適切な支援の知識

②セルフメンテナンス

③安心安全なチーム作り

④自分を知り、相手を知る

⑤かけがえのない命

５つの機能を意識して、日々の支援に取り組むことがひいては虐待防止に
繋がっていくと考えています。皆さんも是非この考え方を参考にしていた
だければと思います。
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